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虚血心筋障害の防御機構とATP感受性Kチャネル
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虚血心筋障害の防御機構と

ATP感受性Ｋチャネル

市原和夫上垣正彦％安孫子保

１目的

心筋が虚血になると組織ＡＴＰ含量が低下

し，ＡＴＰ感受性Ｋチャネル（ＫＡＴｐチャネル）

が開口して細胞内へのカルシウム流入量が減少

し，冠血管の拡張や心筋収縮力の抑制が起こ

る。これは虚血心筋への血液供給の増加や心筋

収縮エネルギーの節減になり，ＫATPチャネル

を介する心筋の虚血に対する生体の防御機構の

一つになる。虚血時の代謝変化を指標にして，

KATPチャネルが虚血心筋の保護に関係してい

るか否かをＫＡＴｐチャネルの阻害薬であるgli‐

benclamideを用いて検討した。

２方法

麻酔開胸犬に３ｍｇ/kｇのglibenclamideを

投与し，１時間後に左冠動脈前下行枝を結紫し

た。結紫直前，結紫３分後，結紫15分後に虚血

心筋を採取し，組織ATP,ADP,ＡＭＰ，クレア

ヂン燐酸（CP)，グルコース６燐酸（G6P)，フ

ルクトース６燐酸（F6P)，フルクトース1,6二

燐酸（FDP)，ピルビン酸，乳酸の含量を測定

した。

３結果

虚血３分後に，ＡＴＰは74％，ＣＰは26％に

減少し，乳酸は380％に増加し，虚血15分後に

は，ＡＴＰは49％，ＣＰは34％に減少し，乳酸
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は660％になった。虎巾によって，Ｇ６Ｐは450

％，Ｆ６Ｐは650％に増加し，ＦＤＰは50～70％

に低下した。これは解糖系の抑制を意味する。

glibenclamide投与は血中グルコース量を２０～

30％低下させ，インスリン量を２倍に増加させ

た。虎巾によるＡＴＰ減少と，乳酸増加は

glibenclamideによって有意に増強された。

Ｇ６ＰとＦ６Ｐの増加も有意に増強された。Gli‐
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図１ＫA亜チャネルを介する虚血心筋防御機構
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